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１．福岡県西方沖の地震を振り返る

【注】 本資料は、各社内限りでお願いします。
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• 「福岡県西方沖の地震」の概要

• 「気象庁（台）の対応」の概要

本日のお品書き
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「福岡県西方沖」の地震の概要
～地震（活動）および被害～
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地震発生前の地震活動状況

日本のどこでも地震に見舞われる可能性がある、でも、
福岡では“大きな地震が起きない”と言われていた？？・・・
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福岡県周辺の過去の主な被害地震と活断層

築後の地震
1848年１月10日 M5.9

糸島の地震
1898年8月10日 M6.0

筑紫国の地震
679年 M7.0

水縄断層帯

警固断層帯

西山断層帯
福智山断層帯

小倉東断層

679年筑紫国の地震
家屋の被害のほか、長さ
10kmほどの地割れが生
じた。水縄（みのう）断層
帯の活動による可能性。

1700年壱岐・対馬の地震
壱岐で家屋の大半が崩
壊。朝鮮半島でも被害。

1848年筑後の地震
柳川で家屋の倒壊などの
被害。

1898年糸島の地震
負傷者３名、家屋の破損
、道路や堤防の破損が多
数発生。

出典：地震調査研究推進本部「日本の
地震活動」

知られていなかっただけ？・・・。周辺で被害地震は起きていた・・・

・緑色線は新編日本の活断層（１９９１）による活断層の位置

「福岡県西方沖の地震」以前の主な地震の位置を図示

壱岐・対馬付近の地震
1700年４月15日 M７.0
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2005年3月20日 福岡県西方沖の地震 M7.0

福岡県の福岡市、糸島市（当時、前原市）、佐賀県のみやき町で震度６弱を観測。
１０時５７分「津波注意」の津波注意報発表、観測されず１２時００分解除

地域別震度分布図 観測点別震度分布図

（現在の震央地名は福岡県北西沖）
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地震発生時刻：１０時５３分４０．３秒 ３月２０日は日曜・春分の日でした
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M7.0の地震の地震波形（福岡管区気象台）

震度５強を観測した福岡管区気象台での波形記録
※ 詳細は、気象庁技術報告 第130号
「平成17年（2005年）福岡県西方沖の地震調査報告」参照

加速度

速度

変位

計測震度
（参考値）

周期
長い→←短い

加速度波形フーリエスペクトル

速度応答スペクトル

P S
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近地地震波形解析による震源過程
解析に用いた観測点分布及び

断層傾斜面（ほぼ鉛直）におけるすべり量分布図

東北東ー西南西方向に圧力
軸を持つ横ずれ断層型
・セントロイドの深さ 10km
・Mｗ6.7

発震機構解（CMT解）

※ 詳細は、気象庁技術報告 第130号
「平成17年（2005年）福岡県西方沖の地震調査報告」参照

M7.0の地震の発震機構解と震源過程
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＜参考＞最大震度別地震回数表（2005年３月20日～12月31日）

福岡県

ａ

震央分布図

2005年３月20日～12月31日に震度１以上
を観測した地震を表示

震度１ 震度２ 震度３ 震度４ 震度5- 震度5+ 震度6- 震度6+ 震度７ 合計
2005年3月 153 81 14 1 0 0 1 0 0 250

4月 45 26 9 5 0 1 0 0 0 86
5月 15 7 0 1 0 0 0 0 0 23
6月 14 3 0 0 0 0 0 0 0 17
7月 7 3 1 0 0 0 0 0 0 11
8月 2 2 1 0 0 0 0 0 0 5
9月 3 4 0 0 0 0 0 0 0 7
10月 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3
11月 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
12月 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
合計 244 128 25 7 0 1 1 0 0 406

領域ａ内
上図：月別最大震度別地震回数表
下図：月別最大震度別グラフ
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地震前後の地震活動状況（警固断層帯周辺）

a

ｂ

【データ期間】 2000月10月１日～2024年11月30日
灰色：2020年10月１日から、2005年３月20日のM7.0の地震の前まで
赤色：2005年3月20日のM7.0の地震以降、2023年12月31日まで
青色：2024年１月1日から2024年11月30日まで

領域ａ （警固断層帯_北西部の周辺）

領域ｂ （警固断層帯_南東部の周辺）
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ａ：北西部周辺：2005年の地震後の活動がまだ続いていて、従前の状態に戻っていない
ｂ：南東部周辺：2005年の地震直後は、博多湾奥で地震活動が見られたが、それ以後は

規模の小さな地震が時々発生している状況
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【地震調査研究推進本部地震調査委員会（臨時会：平成17年3月21日開催）による評価】
３月20日10時53分頃に福岡県西方沖の深さ約10kmでマグニチュード(M)7.0(暫定)の地震
が発生し、福岡県と佐賀県で最大震度６弱を観測した。地震の発生状況から、これまでの
活動はM7.0の地震を本震とする本震－余震型であると考えられる。これらの地震は、 北
西－南東方向に長さ約25kmに分布している。本震の発震機構は東西方向に圧力軸を持
つ横ずれ断層型である。余震分布と本震の発震機構から推定される震源断層は、北西－
南東方向のほぼ鉛直な断層面を持つ左横ずれ断層である。３月21日12時までの最大の
余震は、20日19時52分頃のM4.7（暫定）の地震（最大震度２）で、余震域の北西端付近で
発生した。
GPS 観測の結果によると、今回の地震に伴い、福岡観測点（福岡県福岡市東区）では南
西に約17 ㎝、前原（まえばる）観測点（福岡県前原市）では南に約８cm移動するなど福 岡
県を中心に変動が観測された。これらの観測結果は本震の発震機構と調和的である。
今回の活動域周辺で発生した M７以上の地震は、1700年の壱岐・対馬付近の地震（M７）
が知られているのみである。その他の過去の活動としては、1898年の糸島の地震（M6.0，
M5.8）、1929年と1930年に福岡県西部でそれぞれ M5.1、M5.0の地震が発生しているが、
それ以降M５を超える地震は発生していない。
余震域の北東側には、余震分布とほぼ同じ方向に延びる長さ数㎞の活断層が２カ所に分
布する。また、福岡県北部には、北西－南東方向に延びる活断層が複数存在し、これらの
活断層のうち、福岡市から筑紫野市にかけて延びる警固(けご)断層が余震域の南東延長
付近に位置している。
３月21日16時から３日以内に、M5.5（震度５弱ところによっては震度５強程度）以上が発生
する確率は約10％と推定される。

＜参考＞「福岡県西方沖の地震」の評価
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写真提供：福岡市市民局防災危機管理課

陥没した歩道（中央ふ頭地区）

人的被害 住家被害
死者 重傷者 軽傷者 全壊 半壊 一部破損
人 人 人 棟 棟 棟
１ 198 1,006 144 353 9,338

歩道に散乱したガラスガラスが破損したビル（中央区）
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総務省消防庁「災害情報」（平成２１年６月１２日１３時００分、確定報）による
https://www.fdma.go.jp/disaster/info/assets/post398.pdf

【補足】福岡市において７５歳女性がブロック塀の下敷きとなり、全身打撲により死亡
玄界島での被害：負傷者10名、住家全壊107棟、半壊46棟、一部破損61棟

福岡県西方沖の地震による被害①
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倒壊した家屋（玄界島） 石垣の崩壊（玄界島）

液状化による噴砂現象（早良区百道浜）

地盤沈下による亀裂
（中央区）

13

福岡県西方沖の地震による被害②
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参考：震央地名の図（今昔）

従前の震央地名と境界線

※地図の図法が異なることに注意

変更後（現在）の震央地名と境界線

781：福岡県西方沖
710：福岡県福岡地方

気象庁では、震度が観測された地域の名称（以下、震度の地域名称）と、震源の場所を示す名称（以下、震央地名）
を地震情報等で発表。内陸については、震度の地域名称と震央地名を共通の区域とし、海域の震央地名について
は、緯度・経度線に沿った区分。利用者にとって分かりやすいものとなるよう、適宜見直しを実施。

平成１８年（２００６年）１０月２日より、内陸については、地域の防災活動に適したものとすること、できる限り気

象予報で用いる地域細分と合わせること 、海域については、概ね沿岸線に沿った領域とし分かりやすいも
のとすること、地震発生の地理的分布を考慮すること を基本として見直しを行い、地元自治体等と調整を経

て、一部変更を実施。
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気象庁（台）の対応
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福岡県西方沖の地震における気象庁の対応

10時57分 「津波注意」津波注意報

地震発生状況「最大震度別の時系列表示（３月20日のみ）」
震度１以上を観測した地震：113回発生
（震度６弱：１回、震度３：６回、震度２：39回、震度１：67回）

12時00分 福岡管区気象台共同記者取材

10時55分 震度速報（最大震度６弱）

津波注
意報

福岡県日本海沿岸

壱岐・対馬

12時00分 「津波注意」津波注意報解除（津波観測なし）

①
①

②
共同記者取材

地震解説資料発表
現地調査

10時59分 地震情報（第1号）、11時02分（2号）、11時14分（3号）以降適宜発表

②
③ ④ ⑤

12時00分 地震解説資料第１号発表、以降適宜発表

地震発生10時53分

震度

10時 12時 18時 24時

①

15時 21時 16

３月20日当日
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福岡管区気象台の当時の主な対応①

※ 詳細は、気象庁技術報告 第130号
「平成17年（2005年）福岡県西方沖の地震調査報告」参照

１０時５３分 地震発生→「警戒体制」 →当時、緊急地震速報運用前！

１０時５５分 震度速報（６弱） →５６分 ２号（５強・５弱更新）

１０時５７分 「津波注意」発表（福岡県日本海沿岸、壱岐・対馬）

１０時５９分 地震情報１号 →１１時０２分：２号、１１時１４分：３号

１２時００分 「津波注意」解除発表 ※津波観測なし

２
中
枢
化
前

福
岡
で
発
表１１時４５分 災害警戒本部会議開催

１２時００分 地震解説資料１号発表→以後、随時、続報発表（２０日５号まで）

１２時００分～ 共同取材１回目（４社）

１３時００分 非常災害対策本部に移行

１３時５０分 現地調査班出発（２班４名：福岡市東部～志賀島、市西部糸島半島）

１５時００分 第１回非常災害対策本部会議開催
１６時００分 関係機関向け防災メール（20日夜から22日の天気の見通し）

１７時００分 政府調査団対応（福岡県庁に２名派遣）
１７時３０分 第２回非常災害対策本部会議開催

→今なら、地震同期で「非常体制」

→今なら、緊急記者会見！（本庁の後）

１３時５０分～ 共同取材２回目（５社）

【平成１７年３月２０日】

↘JMA-MOT(20081017～）創設前

↘ＪＥＴＴ (20180501～）創設前

１２時３０分 本庁報道発表第１報（記者会見） →以後、夕方２報、翌日３報
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福岡管区気象台の当時の主な対応②

０６時３０分 「玄界島」現地調査班出発（本庁・管区機動班）
【平成１７年３月２１日】

１０時００分 関係機関向けに災害時支援資料提供開始（１日２回、１０・１６時）

１１時３０分 第３回非常災害対策本部会議開催

１３時２０分 九地整ヘリ職員搭乗（２名、上空から被害状況確認）

１４時３０分～ 記者会見（１１社、カメラ３社） →２回目は２４日実施
１６時００分 大雨警報・注意報暫定基準運用開始
１７時２０分 第４回非常災害対策本部会議開催

１８時００分 「玄界島」臨時震度計運用開始

【平成１７年３月２２日】
０８時３０分 福岡市玄界島現場本部へ職員１名派遣

１１時００分 第５回非常災害対策本部会議開催

１１時００分 福岡市玄界島現場本部に気象解説用端末設置
→翌２３日 島民避難所（九電記念体育館）にも設置

１９時００分 災害時支援資料（地震活動・気象情報）をホームページ掲載開始
→翌２３日に災害支援ページに拡大

【平成１７年３月２６日】 ・・小泉首相玄界島・避難所視察（職員１名待機）

→当時、土砂警運用前！
（この年の９月１日、鹿児島県から運用）

１３時００分 地震本部地震調査委員会臨時会開催→夕方評価公表

【平成１７年３月２５日】 ・・福岡市防災ヘリ職員搭乗（2名、玄界島現地調査等

↘ＪＥＴＴ (20180501～）創設前
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当時と現在、主な対応の違い

当 時 現 在 備 考

地震津波情報発表 福岡 本庁・大阪
平成２１年３月２日から
２中枢化

緊急地震速報発表 なし あり
平成１９年１０月１日
一般向け提供開始

津波警報等内容 旧内容 新内容
平成２５年３月７日
運用開始

報道対応（当日） 共同取材 記者会見
日曜・祝日で会見対応
できず（福岡）

現地調査等 あり あり
JMA-MOT創設
平成２０年１０月１７日

リエゾン派遣等 あり あり
JETT創設
平成３０年５月１日

大雨警報等基準変更 旧基準 現基準
当時、土砂災害警戒
情報運用前

災害時支援資料 あり あり
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地震津波情報の発表
２００５年３月当時、福岡管区気象台に地震津波監視システム（ETOS）が
置かれ、２４時間監視により、地震津波情報を発表

➡参考：平成２１年（２００９年）３月２日から情報発表業務は本庁・大阪集約

地震発生当時、地震当番５交替２シート、特殊日勤１シート、火山当番５
交替１シートの４名勤務（祝日のため、官執務勤務者不在・参集対応）。

地震現業室のＥＴＯＳ端末
（写真は2009年2月のもの、地震当時と同じ配置）当時発表した津波注意報

（気象庁ホームページ画面）
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共同取材・記者会見

21

※当日、日曜日＋祝日（春分の日）
→気象台にかけつけた報道機関に対応するため、共同取材

で対応
・・・その後の地震緊急時の報道対応改善へ

福岡管区気象台共同取材
・３月２０日１２時～

（４社）
・３月２０日１３時５０分～

（５社）

福岡管区気象台記者会見

・３月２１日１４時～
（11社、カメラ３台）

・３月２４日１４時３０分～
（11社、２機関）

気象庁本庁 報道発表
・３月２０日１２時３０分、１６時３０分
・３月２１日１４時３０分
・３月２４日１４時３０分
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発表した報道発表資料（気象庁本庁）の例

22

気象庁本庁は報道発表資料を（地震活動の状況等を記載した
資料）を第４報（平成１７年３月２４日）まで発表
・同年４月２０日の最大震度５強の地震時にも発表

第１報（３月２０日１２時３０分） 本庁会見に使用

現在と体裁・文字の大きさ等が大きく異なり、「防災
上の呼びかけ」というより「解説」重視の資料・・・
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発表した地震解説資料（福岡管区気象台）の例

23

福岡管区気象台は地震解説資料（地震活動の状況等を記
載した資料）を第２８号（平成１７年５月１日）まで発表

第１号（３月２０日１２時） 共同取材に使用 第６号（３月２１日）

現在と体裁・文字の大きさ等が大きく異なり、「防災上の呼びかけ」というより「解説」重視の資料・・・
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大雨注意報・警報基準の暫定的な変更

３月２０日１６時から運用・・・・現在と基準が異なります！

• 同年6月6日：福岡地方以外は通常基準に戻す
• 同年8月1日：福岡地方も通常基準に戻す
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現地調査の実施状況
気象庁本庁及び福岡管区気象台：地震発生当日（3月20日）に地震機動観測班を震源に近く、かつ被
害の大きかった福岡県西区玄界島へ派遣。翌21日この地震に伴う被害状況等の調査並びに臨時の
計測震度計設置を実施。
福岡管区気象台：震度６弱を観測した福岡市中央区、東区、前原市及び震度5強を観測した福岡市早
良区の震度観測施設やその周辺、被害の大きかった福岡市西区玄界島、福岡市東区の志賀島の被
害調査を3月20日から21日にかけ実施（玄界島の調査は本庁機動観測班と合同実施）。同21 日，九
州地方整備局のヘリにより玄界島、志賀島から百道浜（福岡市早良区）にかけての博多湾海岸部を上
空から確認。
佐賀地方気象台：被害のあったみやき町、久保田町、小城市、白石町，武雄市、唐津市神集島につい
て3月20日から22日にかけ調査を実施。
大分地方気象台：被害のあった中津市、日田市、天瀬町について3月20日から24 日にかけ調査を実
施。 ※市町村名は当時
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上空からの状況確認
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３月２１日午後 九州地方整備局のヘリコプターに搭乗し、上空か
らの確認を実施

３月２５日 福岡市消防局局のヘリコプターに搭乗し、上空からの
確認を実施

玄界島の家屋被害

ももち浜の液状化跡
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玄界島臨時震度計設置・観測

27

３月２１日 玄界島漁村センターに機動用震度計を臨時設置し、
１８時から運用（平成２３年１月６日１２時まで地震情報に活用）

なお、九州大学も周辺に臨時の地震計を複数地点設置。
→気象庁でも震源位置の精査に活用➡各種資料に活用

臨時震度計設置・設定作業



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

福岡市「玄界島現場本部」職員派遣・情報提供支援
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出張解説端末設置

インターネット
ＦＯＭＡ

気象台から職員派遣（3月22日～適宜）時
・予報課等からの支援資料の受信（メール添付）
・防災情報提供装置、気象庁ＨＰ等を使った解説

気象台職員不在時（福岡市の職員が使用）
・支援資料の受信（福岡市が関係機関に伝達）
・気象庁ＨＰ等での情報収集
・福岡管区気象台とのメール連絡

自衛隊（陸、海）
海
保

福岡市報道
その他

情報共有ボード

気象台からの情報を掲示

現場本部レイアウト概要

出
張
解
説
端
末

３月22日11時～４月30日まで

福岡市玄界島現場本部の様子
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避難所での気象情報等の提供
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避難所（九州電力記念体育館）

避難者への気象情報や地震活動状況の提供を目的として、気象台設置の
インフォメーションシステムを3月23日から4月26日まで設置。

・構成：タッチパネル式50インチ大型ディスプレイ・ノートPC（FOMAカード装着）

・提供情報：福岡管区気象台と気象庁のＨＰのみ（他サイト閲覧不可）
・運用：24時間
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政府調査団・首相視察対応
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玄界島および避難所（九電記念体
育館）視察後、避難所前で記者団
の取材に答える小泉首相（当時）
※福岡管区気象台は、職員１名待機

＜補足＞

首相視察を受けて、翌３月２７日から玄界島
への避難住民帰宅オペレーション開始

➡気象状況の支援強化（予報課）

首相視察 平成１７年３月２６日政府調査団 平成１７年３月２０日～２１日

先遣隊：福岡県庁入り ３月２０日１5時20分

➡１７時～福岡管区気象台職員２名派遣

３月２１日０９時３０分～１２時 現地調査

・対応：本庁地震火山部即時地震情報調整官
県庁

→九電体育館（玄界島避難所）
→福岡市役所（状況報告等）

→（ガラス破損のあった）福岡ビル
→県庁

防災担当大臣視察 平成１７年３月２4日
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＜参考＞ 当時の天気概況

・当時の地上天気図（２００５年３月２０日～２４日）

・当時の気象状況（福岡管区気象台）

日 最高 最低 天気概況（昼、夜）
20 14.2 6.8     曇一時晴 晴
21 18.7 4.8     晴時々曇 曇後雨
22 16.7 10.4 雨一時曇 曇時々雨
23 13.8 8.7 雨時々晴 晴
24 10.7 4.1 晴時々雨、雷を伴う

晴時々曇一時みぞれ
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警固断層帯・・・
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参考：警固断層帯の主要活断層追加の経緯

福岡県西方沖の地震と警固断層帯・・・
警固断層帯：地震本部が行う長期評価対象「主要活断層帯」への道

警固断層帯については、その陸域部に関し、その存在は従来から知られていた

阪神・淡路大震災を受け設立された地震本部の総合基本施策（第１期）に基づき
、M7.0以上の地震を発生させる可能性のある長さ20km以上の活断層を「地震に
関する基盤的調査観測計画（平成９年８月２９日）」の中で「主要９８活断層帯」とし
て選定（警固断層帯は含まれず）、海溝型地震とあわせて「長期評価」を行い、「
全国を概観した地震動予測地図」の公表を目指す

地震本部からの委託交付金で、福岡県が警固断層帯を調査（平成８年）

その後の調査結果を基に、長さ20km以上の１２活断層（警固断層帯含む）の追加
を政策委員会と地震調査委員会で最終検討中に、福岡県西方沖の地震が発生（
平成１７年３月２０日）
・地震発生の11日前の同年３月９日で９８断層帯の長期評価がすべて公表終了
・全国を概観した地震動予測地図の公表は同年３月２３日

平成１７年８月３０日の本部会議で決定→主要１１０活断層帯（警固断層帯含む）

「今後の重点的調査観測について－活断層で発生する地震及び海溝型地震を対象とした
重点的調査観測、活断層の今後の基盤的調査観測の進め方－」として公表



福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

34

・警固断層帯は北西部と南東部に分かれる
・北西部は2005年3月20日の福岡県西方
沖の地震（マグニチュード7.0）の震源断層
※現在の震央地名は「福岡県北西沖」

政府の地震調査研究推進本部HPより

参考：警固断層帯の位置と南東部の長期評価概要

・南東部で想定される地震の規模 M7.2
・平均活動間隔 約3,100~5,500年
・最新活動時期 約4,300年前以後、約3,400年前以前
・活断層の相対的評価 S*ランク（高い）
・地震発生確率（今後30年以内） 0.3~６％
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今回、振り返った内容の中にも、このあとご
説明する「特設サイト」のコンテンツとなって
いるものがございます。

福岡県西方沖の地震から２０年となる機会
を捉えた普及啓発・周知広報について、報
道機関の皆さまと一緒に進めていければと
考えておりますので、ご協力方よろしくお願

いいたします。


